
指定管理者による公の施設の管理運営状況（令和４年度分） 

 
施設名 茨城県県北生涯学習センター 
施設所管課 生涯学習課 
指定管理者 （特非）インパクト 
指定期間 R3.4.1～R8.3.31（５年間） 

 
１ 施設の概要 

施設所在地 日立市十王町友部 2581 
施設の概要 日立市役所十王支所 

・敷地面積：10,056 ㎡  建物延面積：2,556 ㎡ (全体 3,193 ㎡） 

・構造：RC 地上３階（一部４階） 

・講座室：小講座室１～5、中講座室 1～3、レッスン室、多目的ホール、 

和室 1～2、創作室、パソコン室、子ども教室 

・その他の部屋：情報図書室（コワーキングスペース）、講師控室、１Ｆロビー、 

１Ｆラウンジ 

業務内容 ・生涯学習に関する情報、学習機会及び学習の場の提供等を行い、県民の生涯にわ

たる学習活動の推進に資すること。 
・センターの施設、附属設備及び備品（以下「施設等」という。）の維持管理に関す

る業務 
・施設等の利用の承認等及び承認の取消し等に関する業務 
・施設等の利用料等の収受等に関する業務 
・その他上記に附帯する業務 

 
２ 職員の状況 

常勤職員：  １０人    非常勤職員：   ３人     合計：  １３人 
 
３ 収支状況 

令和４年度                                  （単位：円） 
収   入          支   出 

指定管理料 61,550,000 人件費（給与等） 34,201,047 

利用料収入 5,710,720 指定事業費 4,466,328 

指定事業収入 1,429,800 租税公課等 5,670,157 

自主事業収入 28,696,634 自主事業費 29,720,227 

その他（利息等） 2,075,723 その他（事務費・修繕費等） 20,016,891 

収入合計 99,462,877 支出合計 94,074,650 

 

 

４ 利用状況 

 令和４年度実績 令和３年度実績 令和２年度実績 

① 年間利用日数(日) 308 日 278 日 278 日 

②年間利用者数(人) 42,879 人 32,752 人 33,981 人 

③利用料収入(円) 

(指定管理者収受額) 

5,710,720 円 3,268,780 円 2,961,100 円 

 



５ サービス向上に向けた取組み 

・ホームページ、LINE、Facebook による情報発信や LINE による情報交換を行っている。 
・Web ページによる貸室予約を実施している。 
・1F ラウンジ及び情報図書室において書籍および雑誌の貸出業務を行っている。 
・放課後の子どもの居場所づくりを実施し、近隣小学校から集団下校により受け入れている。 
・1F ラウンジ及び空講座室を学習室として開放している。 
・相談業務を拡充させ、学校・地域・家庭のニーズやシーズから事業展開を図るよう取組んでい

る。 
･コワーキングスペースによって会議や作業スペースを確保している。 

 

６ 利用者満足度調査の結果及び対応状況 

○実施方法 
アンケート調査 
・令和 5 年 1 月 4 日～令和 5 年 1 月 31 日 センター利用者に対してアンケート調査を実施 
 被験者：420 名（配布数 500 枚、回収率 84.0％）、男性 89 名（21.2％）女性 329 名（78.3％） 
○調査結果                                                          不明 2 名（0.5％） 
①開館日・開館時間    
大いに満足 24.8%、満足 51.7%、ふつう 23.3%、不満 0.2%、大いに不満 0.0% 

②職員・スタッフの応対  
大いに満足 23.4%、満足 46.5%、ふつう 28.6%、不満 1.5%、大いに不満 0.0% 

③施設の清潔さ      
大いに満足 24.6%、満足 55.9%、ふつう 18.8%、不満 0.7%、大いに不満 0.0% 

④プログラムの内容    
大いに満足 13.0%、満足 46.2%、ふつう 38.8%、不満 1.8%、大いに不満 0.2% 

⑤施設全体        
大いに満足 12.8%、満足 52.8%、ふつう 33.9%、不満 0.5%、大いに不満 0.0% 

○利用者からの意見等 
【良い点】 
・講師の説明が分かりやすく、楽しく学ぶことができよかった。 
・時代感覚維持に大変勉強になっている。学習する場をみつけ参加でき嬉しい。 
・いつも快適に利用させていただいています。清潔低料金で有難い。 
【悪い点】 
・車椅子使いましたが、役所と共有でとても古い物でした。 
・古い施設をていねいに直しているが、冷暖早めに入れて欲しい。 
 
【要望】 
・午後の利用時間と利用料金を見直して欲しい。 
・冷暖房の効きが悪い。特に夏場の温度調節をお願いしたい。 
・自主グループの内容が一覧で見られる様にして欲しい。 
○対応状況 
・なお一層の経営努力により、利用者様に施設の利便性と価値をご理解いただけるよう努めます。 
・県及び日立市管財課とも相談し、より安全で使いやすい施設を目指します。 
・自主グループにより情報公開に差があり、できる限り公開できるよう努力します。また、今以

上に Web ページや SNS を活用して発信力を高めます。引き続き、各市報、FM 放送やミニコミ

誌へ積極的に投稿し、広く講座や各種案内等の情報が伝わるように努力します。 
 
 
 

 



７ 管理運営状況の評価 

評価項目 
事業計画 

（管理指標） 

実績 

（管理指標に対するコメント） 

自己 

評価 

所管課 

評価 

維持管理 

設備保守点検は、事業計画等に照ら

し適切か。 

施設の法定点検は、日立市で保守点

検業者に業務を委託し、適切に管理

している。 

Ｂ Ｂ 

整理整頓・清掃が行き届いているか。

（建物・植栽等） 

適切に行っている。毎日、日立市委

託の清掃業者が入っている。トイレ

清掃の時間帯やブラインドの清掃

も考慮している。 

Ｂ Ｂ 

破損箇所の修繕は適切か。 

 

協定書に従い、指定管理者で対応す

べきものは、適切に修繕している。

工事が伴うものは、県及び日立市と

協議の上進めている。 

Ｂ Ｂ 

施設運営 

使用日数、使用時間等は守られてい

るか。 

条例等を順守し、適切な運営を行っ

ている。 
Ｂ Ｂ 

予約・利用許可等、利用者への対応は

平等・公正に行われているか。 

平等・公正な運営については、細心

の注意を払って実行している。 Ｂ Ｂ 

創意工夫により、魅力ある自主事業

の実施等、施設の利用拡大やサービ

スの向上が図られているか、 

県北 5 市 1 町や県北教育事務所と

連携し地域性を生かした事業､外国

人や貧困家庭支援団体のサポート､

英会話教室やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ教室等を

開催し､施設利用の拡大やサービス

の向上を図っている。 

Ｂ Ａ 

利用者の要望を把握し、運営に反映

させ、満足度を高めているか。 

Web ページやメールによる講座申

込や貸室申請、また図書貸出業務を

行い、利便性の向上を図っている。 
Ｂ Ｂ 

運営体制 

職員は適切に配置されているか。 適切に人員配置を行っている。防火

管理者や社会教育士等の資格を複数

の者に取得させている。 

Ａ Ｂ 

要望、苦情等への対応は迅速かつ適

切か。県へ報告しているか。 

対応は迅速・適切に行っており、県

への報告も適切に行っている。 Ｂ Ｂ 

事故・災害等、緊急時に備えた体制は

確保されているか。 

防火管理者資格者を配置し､職員の

役割分担を決めて緊急時に行動で

きるようにしている。危機管理マニ

ュアルを定め､十王支所と総合消防

訓練等を定期的に実施している。 

Ｂ Ｂ 

県、その他関係機関との連携は取れ

ているか。 

県、その他関係機関との連携は取れ

ており､相互連携体制にある。 
Ｂ Ｂ 

利用状況 

利用者数の状況は、計画を達成でき

ているか。 

新型コロナウィルス感染症により

減少した利用料収入が、ほぼコロナ

前と同等に回復し､計画は達成でき

た。 

Ｂ Ｂ 

施設の稼働率は、事業計画に照らし

て適当な水準にあるか。 

稼働率の低い部分もあり、効果的な

施設運用が更に必要である。 
Ｃ Ｂ 

収支状況 
収支計画が適正に執行されている

か。 

職員が予算を意識しており、適正に

執行されている。 
Ｂ Ｂ 



経費削減に向けた取組みがされてい

るか。 

連携事業による効率化や備品リー

スによる経費削減を実施している。 
Ｂ Ｃ 

【総合評価】・・・各評価項目及び施設の性格・特殊性を考慮した総合的な評価 

新型コロナウイルス感染対策に努めながら、地域の課題解決に向けた事業や、地域の意見を反映した英

会話教室、プログラミング教室等の自主事業を展開する等、地域と連携しながら事業を運営し、利用拡大

を図っている。 

以上のことから、総合的に見て、良好であると評価できる。 

※ ・実績（管理指標に対するコメント）欄については、指定管理者が記入する。 

  ・総合評価欄については、所管課が記入する。 

  ・自己評価、所管課評価欄について 

評価 評価基準 

Ａ 事業計画を上回る成果があったもの 

Ｂ 事業計画どおりの成果があったもの 

Ｃ 事業計画を下回っており、改善努力が必要なもの 

 
 


